






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アフローチ クライエントの受容率 基本的な治療の焦点 キーとなる技法
力動的
マン
デイバンルー
グスタフソン
ウオルバーグ
シフ干物ス
対人顎関係
低い
低い
低いから中程度
中程度から高い
低い
中程度から高い
分離不安
前エディフ．ス的，エデ
ィプス的葛藤
人生早期のトラウマか
ら生じた「誤謬」
表明している訴え
エディフ．ス的葛藤
転移解釈
表面化　解釈
共感的仲間関係
解釈
柔軟性　解釈
表面化　解釈
対人間的な役割論争，　　コミュニケーションと
移行，欠損，深い悲し　　意志決定分析
み　　　　　　　　　　選択肢の拡張
認知一行動的
ペック　　　　　　　　　局い
エリス　　　　　　　中程度から高い
認知のゆがみ
不合理な信念
協調的経験主義
認知的再構築
合理的論駁　宿題
戦略的
エリクソン
解決志向
局い
高い
表明してる問題　　　　　直接的，間接的暗示
表明している問題に内　　戦略的質問　例外の利
在する解決　　　　　　　用
　　　　　　　　　　　　　　図9　ブリーフセラピーの対照表＊
　　　　　　　　（J・F・クーパー『ブリーフ・セラピーの原則』を参考に改変）
＊一狽ﾍDonovan（1987）より引用
＊＊@推定された比率は，著者の臨床的な報告，他のコメント，あるいは利用可能な選択基準にもとつい
　ている。
7　おわりに
　筆者自身の臨床の姿勢は，精神分析的な視点を大切にしながらも，かなり折衷的な姿勢を
とっている。たとえ．ばド・シェイザーde　Shazerらのソリューション・フォーカスト・アプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一100一
人間の福祉　第16号（2004）
ローチsolution－focused　approachの手法なども採り入れている。彼らのスケーリング・クェ
スチョンやミラクル・クェスチョンは，治療目標の設定については非常に優れた手法であると
考えている。
　筆者のような折衷的な立場からいうと，モルノスの手法は，患者の転移に有効な視点を与え
てくれる技法，まさに臨床場面で「使える」技法であるように思う。特に，カウンセラーに
とって怒りなどネガティブな感情をどのように扱っていくことは大きな課題である。その意味
でも，モルノスの「怒り」の受け止め方についての考え方は，有益な視座を与えてくれるだろ
う。
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